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平成 26 年度芦屋市公営企業会計決算審査意見書の提出について 

 地方公営企業法第 30 条第 2項の規定により，審査に付された平成 26 年度芦屋市公営企業 

会計（病院事業会計・水道事業会計）の決算及び決算附属書類を審査した結果，その意見を 

次のとおり提出する。
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平成 26 年度芦屋市公営企業会計決算審査意見 

Ⅰ 審査の対象 

  平成 26 年度芦屋市病院事業会計決算 

平成 26 年度芦屋市水道事業会計決算 

Ⅱ 審査の期間 

  平成 27 年 6 月 19 日から平成 27 年 7 月 29 日まで 

Ⅲ 審査執行者 

  芦屋市監査委員   山 本 彼一郎

     同       森  しずか

Ⅳ 審査の方法 

  審査にあたっては，決算書及び決算附属書類が関係法令の諸規定に従って作成され，

また，会計帳簿の計数と合致しているかを確かめ，併せて，関係諸帳簿相互間並びに証

拠書類を抽出照合して，これらの決算諸表が事業の経営成績及び財政状態を適正に表示

しているかを検討した。 

  また，主として年度比較によって事業の推移を把握し，その経営内容を分析した。 

Ⅴ 審査の結果 

  提出された決算諸表の記載様式及び記載事項は，それぞれ関係法令に準拠して適正に

作成され，決算諸表は当該年度における経営成績及び年度末の財政状態を適正に表示し

ているものと認めた。 
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地方公営企業会計制度の改正に伴う影響について 

１ 概要 

   平成 24 年 2 月に施行された地方公営企業法施行令等の改正に伴い，病院事業会計及び水道事

業会計の決算は今回から新たな会計基準が適用されている。このため今回の決算に係る財務諸

表については前年度と数値の大きな変動が生じている項目があり，この点について留意する必

要がある。特に変動の大きな項目は以下の通りである。 

２ 会計基準の見直しについて（主なもの） 

(1)  借入資本金（企業債）についての見直し 

(2)  補助金等により取得した固定資産の償却制度の見直し 

(3)  引当金（退職手当や賞与等）の見直し 

３ 損益計算書への影響について（病院別表３・26 ページ，水道別表４・62 ページ） 

(1)  固定資産の償却制度の見直し関係 

  営業外収益に長期前受金戻入金が計上される。 

(2)  引当金関係 

引当金（退職給付引当金，賞与引当金）の見直しに伴い，その他特別損失が計上される。 

４ 貸借対照表への影響について（病院別表７・34 ページ，水道別表７・68 ページ） 

(1)  借入資本金関係 

    借入資本金は負債へ計上される（前年度は資本に計上）。このうち，1年以内に返済期限が

到来する債務は，流動負債に計上され，それ以外は固定負債に計上される。 

(2)  固定資産の償却制度等の見直し関係 

    償却資産の取得等のため交付される補助金，工事負担金等については，長期前受金として

負債（繰延収益）に計上したうえ，減価償却見合い分は順次収益化することとされた。これ

により，これまで資本剰余金に計上されていた補助金等のうち，未償却部分は負債（繰延収

益・長期前受金）に，既償却部分はその他未処分利益剰余金変動額に計上される。 

(3)  引当金関係 

    退職給付引当金及び賞与引当金が負債，貸倒引当金が資産へ計上される（いずれも前年度

は計上なし）。 
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